
※
去
年
の
12
月
８
日
付
け
で
、
和
水
町

教
育
委
員
会
か
ら
学
習
院
大
学
史
料
館

に
「
日
平
城
跡　

現
地
説
明
会
資
料
」
を

二
部
郵
送
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
史
料
館
か
ら
「
内
、
一
部
に
つ
い
て

は
、
皇
太
子
殿
下
が
大
学
史
料
館
へ
お
見

え
の
際
に
、
お
渡
し
い
た
し
ま
す
」
と
の

返
事
が
届
き
ま
し
た
。

島し
ま

津づ

氏
家
老
の
上う

わ
い井

覚か
く
け
ん兼

が

し
た
た
め
た
『
上
井
覚
兼

日
記
』
か
ら
、
天

て
ん
し
ょ
う正

10
年

（
１
５
８
２
）
12
月
の
日ひ

び

ら
比
良
（
日
平
）

城
攻
め
の
一
部
始
終
が
わ
か
り
ま
す
。

〔
９
日
〕
島
津
藩
か
ら
隈く

ま
も
と本

（
熊
本
）
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
目め

つ付
け
の
一
人
、
本ほ

ん
だ田

治ち

ぶ部
少し

ょ
う
ゆ
う

輔
が
八
代
（
島
津
勢
の
本
陣
）
に

帰
り
、「
隈
本
当
番
の
三
武
将
（
吉よ

し
と
し利

・

新に
い
ろ納

・
伊い

じ
ゅ
う
い
ん

集
院
）
が
明
後
日
（
11
日
）
に

日
比
良
城
攻
め
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
」

と
話
し
た
。

〔
11
日
〕
隈
本
の
島
津
勢
が
日
比
良
城
攻

め
を
行
い
、
城
内
で
火
災
が
発
生
し
、
煙

が
見
え
た
と
の
噂う

わ
さ

が
世せ

け
ん間

に
流
れ
た
。

〔
12
日
〕
日
比
良
城
の
火
災
が
見
え
た
と

の
噂
が
広
が
り
、
八
代
の
本
陣
か
ら
薩さ

つ
ま摩

へ
書
状
で
報
告
し
た
。

〔
13
日
〕「
八
代
本
陣
か
ら
一
昨
日
（
11

日
）
に
、
日
比
良
城
を
攻
め
落
と
し
た
と

い
う
噂
が
伝
え
ら
れ
た
。
目め

で

た
出
度
い
こ
と

だ
が
、
当
事
者
（
城
攻
め
の
三
武
将
）
か

ら
、
ま
だ
（
正
式
な
）
連
絡
が
無
い
。
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
内
容
の
書

状
を
薩
摩
か
ら
三
武
将
に
送
っ
た
（
や
が

伊い
じ
ゅ
う
い
ん

集
院
久ひ

さ
の
ぶ宣

と
上う

え
は
ら原

尚な
お
ち
か近

が
八
代
に
帰
宅

し
た
の
で
、
本
陣
で
二
人
か
ら
状
況
を
聴

取
し
た
。
二
武
将
は
「
霜
野
城
攻
め
は
、

す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
城
を
落

と
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
次
の
方
向
が
見

え
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。

　

本
陣
で
の
会
議
で
は
「
日
比
良
城
は

番ば
ん
し
ゅ
う

衆
を
置
く
に
好
ま
し
い
土
地
に
見
え
な

い
。
山や

ま
き
た北

（
玉ぎ

ょ
く
と
う
ま
ち

東
町
）
に
陣
を
構
え
た

方
が
良
い
」
と
い
う
意
見
が
出
た
の
で
、

「
巣そ

う
ざ
ん
じ

山
寺
と
丹に

ゅ
う生

民み
ん
ぶ部

少し
ょ
う
ゆ
う

輔
を
使
者
に
し

て
、
日
比
良
城
に
駐
留
し
て
い
る
軍
勢

に
、
陣
を
移
す
」
と
指
示
し
た
。
日
比
良

城
の
取
り
扱
い
は
も
っ
と
も
で
、
今
回
、

大
ま
か
な
こ
と
を
決
め
て
お
い
て
、
後

日
、
さ
ら
に
具
体
的
な
方
針
を
指
示
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
晩
、
日
比
良
城
で

の
働
き
の
様
子
と
諸
方
の
動
き
を
連
署
の

書
状
に
し
て
、
薩
摩
へ
送
っ
た
。

　

日
比
良
城
攻
め
に
つ
い
て
、
噂
が
あ
っ

と
い
う
間
に
世
間
に
広
が
り
ま
し
た
。
13

日
の
日
記
に
「
正
式
な
連
絡
は
ま
だ
か
」

と
薩
摩
が
苛い

ら
だ立

っ
て
い
る
の
が
、
面
白
い

で
す
。
い
つ
の
世
も
噂
の
流
れ
は
、
止
め

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

て
日
比
良
城
と
安あ

ん
ら
く
じ

楽
寺
城
の
落
城
が
伝

わ
っ
た
）。

〔
14
日
〕
日
比
良
城
を
攻
め
た
二
武
将
か

ら
の
書
状
に
は
「
日
比
良
城
を
攻
め
落
と

し
て
、
城
主
の
小こ

も
り
た

森
田
氏
を
は
じ
め
、
多

く
の
敵
も
討
ち
取
り
ま
し
た
。
味
方
の
軍

功
の
次
第
は
、
追
っ
て
詳
し
く
連
絡
し
ま

す
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
伊い

じ
ゅ
う
い
ん

集
院

忠た
だ
む
ね棟

と
私
（
上
井
覚
兼
）
は
連
署
で
二
武

将
に
返
事
を
送
っ
た
。

〔
16
日
〕
今
朝
、
宇う

だ多
能の

と
の
か
み

登
守
が
八
代
に

帰
っ
て
日
比
良
城
攻
め
の
軍
功
を
伝
え

た
。
私
（
上
井
覚
兼
）
の
側
近
の
長な

が
の野

淡あ
わ
じ
の
か
み

路
守
と
、
家
臣
の
加か

じ

き
治
木
治ぢ

ろ
う郎

左さ
え
も
ん

衛
門

は
、（
敵
）
分
捕
り
の
手
柄
を
立
て
た
。

加
治
木
は
そ
の
時
、
鑓や

り
き
ず傷

を
受
け
た
。

〔
18
日
〕
八
代
本
陣
か
ら
日
比
良
城
へ

「
19
日
に
は
、
霜し

も
の野

城
を
攻
め
る
」
と
連

絡
が
あ
っ
た
。
同
時
に
八
代
駐
在
の
一
部

の
武
士
た
ち
に
も
出
陣
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
八
代
本
陣
は
「
殿
の
支
配
下
に

あ
る
地ぢ

げ
し
ゅ
う

下
衆
（
八
代
地
元
の
武
士
）
も
少

し
出
兵
さ
せ
た
い
」
と
島し

ま
づ津

義よ
し
ひ
ろ弘

に
申
し

入
れ
を
行
っ
た
（
後
日
、
承
認
の
書
状
を

受
け
取
っ
た
）。

〔
22
日
〕
日
比
良
城
攻
め
に
加
わ
っ
た

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方

日ひ

び

ら平
城
跡
３
（
歴
史
編
の
２
）
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館　

館
長

大  

田  

幸  

博

（
元
・
菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）Ⅳ郭南西下の大堀切（写真左側は大土塁）
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Close Up 1

　

秘
密
は
、
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

有
明
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、「
身
体
・

知
的
・
精
神
な
ど
」
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家

族
が
抱
え
る
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
、
助

言
や
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

と　

き
・
と
こ
ろ

 

２
月
17
日
（
水
）
長
洲
町
保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
17
日
（
水
）
和
水
町
役
場
本
庁
１
階
会
議
室

相
談
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
ま
で

和水町長選挙及び和水町議会議員一般選挙立候補予定者説明会の開催について

と　き
平成 22年 3月 3日 (水 )　午前 10時から
ところ
和水町役場本庁　3階　大会議室

○和水町長選挙立候補予定者説明会 ○和水町議会議員一般選挙立候補予定者説明会
と　き
平成 22年 3月 3日 (水 )  午後 1時 30分から
ところ
和水町役場本庁　3階　大会議室

和水町選挙管理委員会

問
い
合
わ
せ
先

本　
　

庁 

健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
内
線
５
３
７
）

総
合
支
所 

健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
内
線
７
６
１
）

訓
練
期
間 

１
年
訓
練　

平
成
22
年
４
月
８
日
〜
平
成
23
年
３
月
18
日

募
集
科
目
・
定
員　

電
気
設
備
科 

 

20
人

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科 

８
人

　
　
　
　
　
　
　
　

機
械
技
術
科 

 

20
人

　
　
　
　
　
　
　
　

溶
接
技
術
科 

 

20
人

応
募
資
格

再
就
職
ま
た
は
転
職
希
望
者

た
だ
し
、
電
気
設
備
科
・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
高
校
卒

業
以
上
（
平
成
22
年
３
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
人
で
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
22
年
１
月
12
日（
火
）〜
平
成
22
年
２
月
19
日（
金
）

入
校
選
考
日　

平
成
22
年
３
月
11
日
（
木
）

選
考
方
法　

①
適
正
検
査　

②
面
接　

③
学
科
試
験

（
国
語
・
数
学
）【
電
気
設
備
科
、Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
み
】

合
格
発
表　

平
成
22
年
３
月
25
日
（
木
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
教
科
書
代
な
ど
の
経
費
は
必
要
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
４
・５
４
・０
３
２
０

入
学
資
格

県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人

募
集
定
員

熊
本
校　

１
０
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

毎
月
第
3
水
曜
日
に
専
門
の

相
談
員
に
よ
る
巡
回
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術

専
門
校
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募
集
期
間

平
成
22
年
２
月
９
日
（
火
）
〜
３
月
９
日
（
火
）

講
座
内
容

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
熊
本
の
歴
史

に
つ
い
て
の
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
、
肥
後
狂
句

づ
く
り
な
ど
、
講
座
は
年
間
40
回
、
テ
ー
マ
は
毎
回
異

な
り
ま
す
。

楽
し
く
役
に
立
つ
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

開
催
日
時　

熊
本
校
：
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

受
講
期
間　

平
成
22
年
４
月
〜
平
成
23
年
３
月

会　
　

場　

熊
本
校
：
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
な
ど　

入
学
金
：
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

受
講
料
：
１
１
，
０
０
０
円

申
込
方
法

各
市
町
村
福
祉
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
、
熊
本
市
内
公

民
館
な
ど
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
・３
５
４
・３
０
８
３

　

熊
本
県
で
は
、
在
住
外
国
人
の
人
々
が
地
域
で
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、
熊
本
県
国
際

協
会
内
に
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

入
管
法
に
関
す
る
手
続
き
、
住
宅
、
医
療
、
国
際
結
婚
、

就
労
、
教
育
等
の
各
種
情
報
の
提
供
や
生
活
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
来
訪
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
で
も
可
。
日
・
英
・
中
・
韓
・
ス
ペ
イ
ン

の
５
ヶ
国
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
：
平
日
10
時
〜
16
時
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
国
際
協
会

☎
０
９
６
・３
８
５
・４
４
８
８

「�

熊
本
県
国
際
相
談
コ
ー
ナ
ー
」に

つ
い
て

15 ‖　広 報 な ご み 平成 22 年 2 月　‖


